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園田そこまで来ています
遠賀町の公共下水道
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そこまで来ています遠賀町の公共下水道
現在、遠賀町の南部地区（虫生津、浅水、木守）で、公共下水道の工事を行なっていますが、

その他の地区はどうなるのでしょうか？そこで、今後との地域で公共下水道が使えるのか、また、

下水道でなにがどう変わるのかを下水道課の職員に聞きました。
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い
つ
か
ら
公
共
下
水
道
が

使
え
ま
す
か
？

南
部
　
（
血
生
瀧
、
浅
水
、
木
守
）
　
の

計
画
区
域
で
は
、
平
成
1
5
年
度
か
ら
順

次
使
い
始
め
ら
れ
る
予
定
で
す
。
あ
と

少
し
の
辛
馳
で
す
ね
。

と
こ
ろ
で
、
下
水
道
は
よ
く
木
に
例

え
ら
れ
ま
す
。
根
に
当
た
る
の
か
浄
化

セ
ン
タ
ー
　
へ
汚
水
処
現
施
設
）
　
で
、
そ

こ
か
ら
幹
線
管
ぎ
ょ
　
〈
幹
）
、
面
整
備
管

ぎ
ょ
　
（
枝
・
小
枝
）
、
各
家
庭
の
排
水
設

備
　
（
築
）
　
ま
で
下
水
道
管
が
つ
な
が
っ

て
は
じ
め
て
使
え
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

そ
の
根
で
あ
る
浄
化
セ
ン
タ
ー
が
完
成

す
る
予
定
が
平
成
1
5
年
度
な
ん
で
す
。

将
来
は
ど
の
地
区
で

公
共
下
水
超
が
答
え
る
の
で
す
か
？

左
ペ
ー
ジ
の
　
「
遠
賀
町
の
公
共
下
水

道
計
画
図
」
　
を
見
て
く
だ
さ
い
。
図
の

濃
い
部
分
が
平
成
1
7
年
ま
で
に
公
共
下

水
道
が
整
備
さ
れ
る
予
定
の
区
域
で
す
。

下
水
道
に
は
、
み
な
さ
ん
関
心
が
高
く

「
ま
だ
か
、
ま
だ
か
」
　
と
待
っ
て
い
る
こ

と
と
思
い
ま
す
。
允
ほ
ど
下
水
道
を
本

に
例
え
ま
し
た
が
、
遠
賀
町
の
下
水
道

と
い
う
木
も
、
本
当
の
木
と
同
じ
く
大

き
く
な
る
に
は
時
間
が
か
か
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、
地
区
に
よ
っ
て
は
下
水
道

が
整
備
さ
れ
る
ま
で
時
間
が
か
か
り
ま

す
が
、
今
後
も
計
画
に
そ
っ
て
整
備
し

て
い
き
ま
す
。
も
う
し
ば
ら
く
お
待
ち

く
だ
さ
い
。

図
に
無
い
地
区
は
下
水
道
は

使
え
な
い
の
で
す
か
？

図
に
載
っ
て
い
る
の
は
公
共
下
水
道

だ
け
で
す
。
そ
れ
以
外
の
地
区
で
は
農

業
集
溶
排
水
事
業
や
合
併
処
理
浄
化
相

殺
誰
整
備
事
業
が
、
す
で
に
整
備
さ
れ

た
り
、
計
画
さ
れ
た
り
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
と
公
共
下
水
道
を
合
わ
せ
て
、

遠
賀
町
全
域
で
下
水
道
を
使
え
る
よ
う

に
し
ま
す
の
で
安
心
し
て
く
だ
さ
い
。



遠賀町の公共下水道計画図　（平成17年度までの予定）
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町の花「スイセン」模様の

下水道マンホールのふた
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牛乳ビン1本＝風呂おけ10杯？ 
ピン1本分の牛乳を、どれくらいの水で 

薄めたら魚が住めると思いますか？ 
なんと風呂おけ10杯分の水が必要なんです。そ 

れが天ぷら油だとしたら……。 

美しいIIiや環境をつくるのには、ほんの少しの 

心がけが大切なんですね。 

6二審繋繋襲撃 
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早
く
水
洗
ト
イ
レ
を

使
い
た
い
の
で
す
か
？

合
併
処
理
浄
化
槽
な
ら
、
矯
い
工
事

期
間
で
済
み
ま
す
。
地
域
に
よ
っ
て
は

補
助
金
制
度
も
あ
る
の
で
、
下
水
道
課

に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
合
併

処
理
浄
化
槽
で
行
な
う
家
庭
内
の
排
水

設
備
工
事
は
、
公
共
下
水
道
と
同
様
の

工
事
で
す
。
将
来
公
共
下
水
道
に
切
り

替
え
る
と
き
も
、
小
規
模
な
改
造
で
す

み
ま
す
。

海
佐
セ
ン
タ
I
が

や
何
方
に
あ
り
ま
す
が
？

そ
れ
は
、
遠
賀
町
が
整
備
し
て
い
る
公

共
下
水
道
が
、
中
間
市
、
水
巻
町
、
鞍
手

町
と
一
緒
に
整
備
し
て
い
る
　
「
遠
賀
川
下

流
流
域
下
水
道
」
だ
か
ら
で
す
。
流
域
下

水
道
で
は
、
浄
化
セ
ン
タ
ー
を
一
か
所
に

ま
と
め
て
建
設
す
る
の
で
1
町
だ
け
で
整

備
す
る
よ
り
も
経
済
的
で
す
。
ま
た
、
浄

化
セ
ン
タ
ー
や
主
要
な
下
水
道
管
を
県
が

整
備
す
る
の
で
遠
賀
町
の
財
政
負
担
は
さ

ら
に
軽
く
な
り
ま
す
。

下
水
越
が
整
循
き
あ
る
と
個
人
で

素
に
か
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
か
？

排
水
可
能
区
域
に
な
る
と
、
水
洗
ト
イ

レ
に
す
る
な
ど
、
公
共
下
水
道
に
適
し
た

排
水
設
備
の
工
事
を
み
な
さ
ん
に
行
な
っ

て
も
ら
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

な
お
、
排
水
設
備
工
事
が
適
切
に
行

な
わ
れ
な
い
と
　
「
下
水
が
流
れ
に
く
い
」

「
臭
気
が
家
の
中
に
入
り
込
む
」
　
と
言
っ

た
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
生
活
に
直
接
影

響
を
及
ぼ
し
ま
す
し
、
公
共
下
水
道
も

十
分
な
効
果
を
発
揮
で
き
ず
場
合
に
よ

っ
て
は
施
設
に
損
害
を
与
え
る
こ
と
に

も
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。
こ
の
た
め
、
宅

地
内
の
排
水
設
備
工
事
は
、
遠
賀
町
に

登
録
し
た
工
事
店
で
行
な
っ
て
も
ら
う

予
定
で
す
。

そ
の
他
に
は
負
担
は

あ
り
ま
せ
ん
か
？

公
共
下
水
道
を
整
備
す
る
に
は
た
く

さ
ん
の
お
金
が
必
要
で
す
。
し
か
し
、

公
共
下
水
道
の
利
益
を
受
け
る
区
域
に
、

町
民
の
み
な
さ
ん
が
納
め
た
税
金
を
集

中
し
て
投
入
す
る
の
は
不
公
平
に
な
り

ま
す
。
そ
こ
で
、
公
共
下
水
道
を
利
用

で
き
る
　
（
利
益
を
受
け
ら
れ
る
）
　
区
域

の
み
な
さ
ん
に
、
建
設
費
の
一
部
を
負

担
し
て
も
ら
い
ま
す
。
そ
の
負
担
す
る

お
金
を
　
「
受
益
者
負
担
金
」
　
と
言
い
ま

す
。
ま
た
、
公
共
下
水
道
の
施
設
を
巡

転
・
維
持
し
て
い
く
た
め
に
必
要
な

「
下
水
道
使
用
料
」
　
の
負
担
も
お
願
い
し

ま
す
。先

ほ
ど
の
排
水
設
備
工
事
の
登
録
店

制
度
と
合
わ
せ
て
、
こ
れ
ら
の
詳
細
は

平
成
1
4
年
度
中
に
条
例
で
定
め
ら
れ
る

予
定
で
す
。
詳
細
が
決
ま
っ
た
ら
ま
た

お
知
ら
せ
し
ま
す
。

負
担
が
重
く
感
じ
ま
す
が
？

必
要
な
負
担
だ
け
を
み
る
と
、
少
し

覗
く
感
じ
て
し
ま
う
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
水
洗
ト
イ
レ
は
、
家
庭
に
衛

生
的
な
生
活
環
境
を
作
り
出
す
こ
と
が

で
き
ま
す
。
さ
ら
に
、
下
水
道
は
生
活

難
排
水
な
ど
汚
れ
た
水
を
処
理
し
、
川

や
周
り
の
環
境
を
美
し
く
し
ま
す
。
も

し
、
生
活
難
排
水
を
河
川
に
垂
れ
流
す

と
、
ハ
エ
や
蚊
、
さ
ら
に
は
悪
臭
を
発

生
さ
せ
る
原
因
に
な
っ
た
り
、
生
き
物

が
住
め
な
く
な
っ
た
り
し
ま
す
。
今
生

き
て
い
る
私
た
ち
だ
け
で
な
く
、
子
や

孫
に
美
し
い
ま
ち
を
残
す
た
め
に
、
こ

れ
ら
の
負
担
を
お
願
い
し
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
、
私
た
ち
職
員
も
、
遠
賀
町

が
美
し
く
馨
ら
し
や
す
い
ま
ち
に
な
る

よ
う
、
も
っ
と
も
っ
と
頑
張
り
ま
す
。



●　下　水　道　の　役　割　●

きれいなサ
くらしの環境／が
良くなります

ドプなどがなくなり、ハエや蚊な

どの害虫の発生が少なくなります。

5（伽

快適な生‾活
水洗トイレが

使えます

清潔で、快適な水洗トイレが使えます。

悪臭の無い、さわやかな生活ができます。

美しい自然
IIIや海の水が

よみがえります

水をきれいにしてから流すため、

Iiiや海の水を汚さず、美しい自然が

守られます。

竹松利幸さん諾露語こ雪霊薬曇 （浅木）ので今すぐにでも下水道を 　使いたいですね。 �翼 「∴：「∴ i ∵∴ ヽ＿ �和田高尾さん確実に減りました。工事費な （老良）どの負担はありますが、その 　価値は十分にありますね。 
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好　山　中官長下僚小押瓜
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こ
の
名
簿
は
、
日
月
1
5
日
現
在
に
遠
賀
町
に
住
所
が
あ
る
人
の
名
簿

で
す
。
名
前
が
載
っ
て
い
な
い
人
、
間
違
い
が
あ
る
人
は
生
涯
学
習
課

社
会
教
育
係
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

（
順
不
同
、
敬
称
略
）

合
目
口
‖

大
場
　
正
裕
　
　
矢
野
　
裕
子

▲
国
書
S
S
病
門
i

阿
舎
利
議
書
　
　
入
江
多
恵
子

入
江
　
寛
輝
　
　
竹
内
雄
一
郎

合

同

西
村
　
一
樹

舛
添
志
津
代

日
限
　
喜
郎

き
音
容
門

荒
木
　
優
香

甲
斐
　
淑
塑

高
橋
　
真
希

津
島
　
鋭
介

松
尾
　
　
瞳

宮
川
　
千
住

き
国
書
囲

安
部
　
卓
目

玉
所
　
　
崇

高
崎
　
実
害

田
中
　
恵
未

西
谷
　
直
筆

平
野
　
美
和

吉
野
　
達
也

松
井
　
宏
晃

山
田
　
久
寛

鬼
塚
　
裕
一

蒲
藤
　
暁
美

塚
本
　
鉄
兵

秦
　
美
恵
子

溝
口
　
正
志

門
司
佐
和
子

石
井
　
久
敬

上
杉
　
安
代

宇
田
　
顆
弘

梶
原
　
健
太

倉
成
　
剛
司

酒
巻
　
和
紀

須
藤
　
　
司

鶴
田
　
誠
二

長
尾
美
智
子

早
川
　
和
洋

平
川
　
敬
子

藤
本
　
修
乎

藤
原
　
俊
幸

松
本
　
絵
美

森
園
　
忠
子

横
手
慎
太
郎

吉
辰
　
佑
樹

輿
田
　
香
織

伊
丹
　
康
明

潮
　
　
紀
彰

大
森
　
慎
司

上
林
具
現
子

小
関
悠
一
郎

重
松
真
理
子

田
口
多
佳
洋

永
井
　
総
理

橋
西
由
香
里

原
田
三
由
紀

福
島
　
香
澄

藤
吉
　
紫
朗

船
山
　
磯
実

森
　
　
　
敦
夫

八
岩
　
正
浩

吉
武
絵
美
子

吉
成
　
大
輔

渡
辺
沌
紀
子

合
田
凹
同

岩
切
久
美
子

江
口
　
裕
美

桐
畑
　
噛
樹

種
堂
　
博
昭

篠
原
　
　
航

種
田
　
沙
織

辻
間
　
潤
也

友
園
　
伸
音

色
本
　
位
亮

吉
田
　
郷
志

き
り
患
関
口

門
脇
　
健
治

佐
々
木
晴
彦

高
崎
膏
薬
子

塚
本
　
美
恵

林
　
美
千
代

古
田
　
貴
子

松
井
可
奈
子

門
司
　
大
樹

赤
星
ひ
と
み

石
田
　
耕
土

入
江
　
　
　
明

小
山
田
昌
平

桑
原
あ
づ
さ

小
林
　
麻
美

椎
葉
き
よ
了

柴
田
　
千
尋

薬
－
∴
∴
要
子

末
永
　
　
　
愛

田
上
　
千
忠

田
中
　
智
浩

種
田
　
啓
介

西
之
原
琢
也

畑
　
　
佳
繊

舛
添
　
弘
治

松
波
　
雄
一

宮
原
加
奈
子

森
田
　
由
香

山
下
　
直
生

吉
田
　
知
弘

伊
計
　
玲
子

石
村
ち
ひ
ろ

大
西
　
圭
子

川
口
　
修
司

古
場
　
友
一

財
前
　
浩
之

塩
崎
　
誠
仁

渋
田
　
　
誠

城
　
　
博
美

瀬
口
　
鹿
討

田
川
　
千
紘

田
中
使
梨
子

永
田
　
里
美

野
村
　
幸
代

堀
　
亜
紀
子

松
鵜
　
　
泉

溝
辺
　
　
誠

宮
原
千
垂
子

山
口
　
珠
美

山
脇
　
祐
司

米
田
　
育
広

合
音
発
出

穴
井
　
雅
子

安
藤
　
将
巳

上
野
ま
ど
か

木
原
　
三
智

臓
原
　
卓
美

佐
潟
　
昌
彦

田
中
　
雄
菖

田
上
　
真
澄

薬
石
　
憲
一

古
川
　
　
真

松
井
奈
緒
美

山
中
英
裕
美

吉
田
　
　
透

安
藤
　
千
住

井
上
　
孝
子

大
串
　
絵
埋

草
野
　
良
樹

坂
井
　
憲
治

篠
原
か
お
り

谷
口
　
飛
鳥

中
谷
　
悠
子

日
浦
　
三
乗

外
圏
　
貞
夫

山
下
　
昌
代

吉
川
　
拓
也

合
相
関

伊
藤
　
　
徳

富
出
　
幸
弘

吉
田
　
様
子



安松南　口　貞　泉
本尾崎石　木原

志泰∴∴雰…　蹟　信
乃　裕藍嗣雄也

20歳の祭典

成　人　式
●と　き●

1月14日（月）

午前11時～（受付10時30分）

●ところ●

遠賀コミュニティーセンター

●問い合わせ●

生涯学習課社会教育係

対象者には、12月中旬にハガキで案内します。

なお成人式には就職や就学のために町内に

住所が無い人でも参加できます。参加を希操

する人は、12月21日（金）までに連絡して

ください。（家族や知人でもかまいません）

山　毛　輩前　日　　　　　　水　中
本和　　田　石　　　　　上野

恭悦悠　和幸　　　　　大幸
子子子希　弘　　　　　介子

古　谷

井上
英

裕　沙

樹繊

7∽

き
東
開
聞

尾
花
　
健
介

豊
田
　
正
明

松
本
　
健
司

合
日
嗣
甲

荒
金
　
管
蕃

村
尾
　
絵
理

℡
回
書
音
容
甲

織
田
さ
つ
き

桜
木
　
秀
樹

畠
　
　
裕
美

合
音
題
門

太
田
　
慎
吾

桂
　
謙
太
郎

永
久
　
達
教

三
浦
　
洋
室

柴
田
　
淑
憩

橋
本
　
勝
子

宰
相
　
郁
美

金
子
　
由
佳

山
田
　
高
閲

上
村
　
　
　
匠

野
田
　
利
幸

堀
　
　
治
城

e
m
S
S
臆
関

有
山
　
祐
介

長
岡
　
祥
了

安
本
久
仁
雄

℡
回
書
臆
囲

石
橋
　
知
周

粟
秋
　
　
岳

柴
田
奈
津
子

柴
田
有
性
里

薦
末
麻
衣
子

原
田
　
瑞
保

松
岡
　
昭
二

矢
野
真
由
美

山
下
　
結
加

吉
田
　
繁
華

吉
村
　
隆
司

鈴
木
　
晋
乎

平
見
　
臣
悟

木
霊
　
紘
子

幸
田
　
好
末

柴
田
　
裕
子

高
崎
　
英
功

原
田
亜
紀
余

原
田
有
償
子

矢
野
　
憤
治

山
北
　
哲
也

結
城
　
知
香

吉
富
　
由
記

小
田
　
祐
子

川
崎
　
博
美

本
田
　
　
　
忍

三
好
奈
緒
美

℡
国
書
同
日

田
丸
　
恭
平

℡
開
園
S
S
S
開
門

石
井
　
理
恵

岡
岬
ひ
と
み

金
城
　
久
子

古
間
　
鉄
兵

小
四
佑
佳
理

白
木
久
美
子

松
本
　
　
　
望

太
田
　
良
枝

香
月
　
山
子

川
本
ま
ゆ
み

古
賀
　
千
裕

柴
田
　
弘
法

高
崎
．
∴
御
者

村
田
　
育
三

℡
田
圃
圃
目

安
勝
　
正
裕

奥
村
　
加
恵

白
石
あ
ざ
み

筋

出

　

一

恵

久
門
　
絵
里

宮
下
　
早
響

き

園

藤
野
　
征
二

合

同

岡
村
　
祥
三

五
郎
丸
　
直

書
家
　
啓
之

原
田
　
　
一

平
田
　
髄
有

古
橋
　
明
大

和
田
　
棟
一

m
回
国
関
目

岩
田
　
雄
一

瓜
生
　
聡
美

大
谷
　
智
寿

小
田
邪
淫
子

川
崎
異
曲
美

倉
光
あ
か
ね

執
行
　
龍
義

竹
野
　
朝
美

南
聖
　
啓
文

村
田
　
和
幸

八
尋
雄
一
郎

木
下
　
　
　
年

酒
水
　
康
平

原
田
　
直
美

冷
牟
田
奈
保

古
谷
ひ
と
み

堀
尾
　
健
三

上
通
　
智
子

江
口
　
真
理

小
田
　
三
郎

尾
野
　
修
二

草
野
　
俊
之

小
原
か
お
り

清
水
　
俊
治

田
中
　
杏
奈

野
村
　
智
樹

蘇
　
原
惟
子

吉
森
　
一
紘

添
田
　
順
治

丸
井
　
鉄
乎

き
日
間

鬼
丸
　
美
紀

古
野
　
寛
之

峯
　
　
　
智
幸

襲
原
　
育
英

毛
利
　
文
子

℡
閑
話
開
国

柿
木
　
大
輔

中
村
　
　
　
柿

井
之
脇
あ
が
り

小
型
　
友
美

久
保
田
　
亮

田
中
　
栄
一

永
井
　
伸
二

西
平
　
　
猛

橋
詰
　
進
吾

丸
山
任
那
絵

森
田
　
摩
耶

横
田
　
　
剛

若
松
　
寛
子

小
川
奥
田
千

番
月
　
　
　
藍

迫
　
　
　
珠
里

中
持
　
俊
孝

難
波
江
愛
弓

二
ノ
宮
直
樹

樋
渡
　
直
人

餅
井
　
哲
男

出
田
　
昇
平

吉
富
∴
絹
之

和
田
　
隆
幸

合

胃

秋
枝
　
美
佳
　
　
秋
吉
　
秀
喜



大きな声に夢をこめて

囲学生から高校生までが大きな声で自分の考えを醸します。
11月10日、遠賀町中央公民館で　青少年の主張大会がありました。

ゴミのないきれいな街にしようと訴える子や、将来の夢について

語る子などがいました。みんなが真剣に話す言葉に、訪れた人たち

も感心しなから聞いていました。

主張大会が終わった後には、映画「DRUC」が上映され、覚醒

剤の恐ろしさを改めて考えさせられました。

諦 ● � 
● 　凸 

千二、 � �主∴‾÷‾∴、．一言〔　′＿ 

製薬 � �＼一　　言 � �l �　　　　富 l 
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なにもかも手作り

圃
遠賀南学童まつり

学童のチビもたちと父兄による、学童まつりが11月11日に

ありました。

いろんなゲームや体験コーナー、また家庭用品のバザーなどが

行なわれました。このお祭りは、学童保育所に通っている子ども

たちと父兄による手作りのお祭りです。当日は一般のお客さんも

たくさん訪れ、会場である学童保育所からは、いつまでも楽しそ

うな笑い声が聞こえてきました。

∽8

免
許
を
取
る
前
に

遠
墓
同
校
の
3
年
生
が
安
全
運
転
教
室

画
聖
の
巡
転
籍
証
を
と
れ
る
年
齢
に
な
っ
た

遠
賀
高
校
の
3
年
生
を
対
象
に
、
お
ん
が
自
動
車
学
校

で
安
全
運
転
教
室
が
あ
り
ま
し
た
。

教
室
で
は
、
生
徒
た
ち
を
乗
せ
た
車
が
、
本
当
に
他

の
車
や
人
形
を
乗
せ
た
自
転
車
に
衝
突
す
る
実
験
も
行

な
わ
れ
ま
し
た
。
わ
ず
か
時
速
5
キ
ロ
か
1
0
キ
ロ
の
速

度
で
も
悲
鳴
が
聞
こ
え
ま
す
。
「
す
ご
く
恐
か
っ
た
」

と
感
想
を
話
す
生
徒
た
ち
は
、
言
葉
た
け
で
は
な
く
、

身
を
も
っ
て
「
安
全
の
大
切
さ
」
を
学
ん
だ
よ
う
で
す
。

そ
の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
に
、
卒
業
し
て
免
許
を
取
っ
て

も
、
安
全
運
転
を
お
願
い
し
ま
す
ね
。
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安らかにお眠りください

戦没者追悼式

賀中学校横の慰盟塔で遠賀町の戦没者追悼式が国
11月6日にありました。

過去の戦争で亡くなった人たちの魂を追悼し、平和な

世の中が続くようにと祈る戦没者追悼式。当日はたくさ

んの人たちが訪れて祈りを播けました。

今なお残る戦争の傷あと、犠牲になった人たちのこと

を思うと改めて平和の尊さを考えさせられました。

酎i 塞S �／iil � 

ー∴一二∴ 

題醗 �着手翠…－ii 　el 

文化の風が薫る日

遠賀町文化葉

月2日から4日まで、遠賀コミュニ国
ティーセンターと勤労者体育館で遠賀町文

化祭がありました。

芸能まつりや町民のつどいては、唄や踊

りなどいろんなサークルの人たちが普段の

練習の成果を発表します。熟の入った演技

に会場からも大きな拍手が上がります。ま

た、会場のいろんなところに飾られている

書画や彫刻などのコーナーでも、「良く出来

ているねえ」という声が聞こえてきました。

9Cの

自
分
よ
り
大
き
な
イ
モ
を
掘
り
当
て
た

S

S

S

S

S

8

8

8

8

8

日

i

 

m

わ
ん
ぱ
く
教
室
で
イ
モ
掘
り

囲
ん
ぱ
く
教
室
の
イ
モ
掘
り
が
、
日
月
6

日
ふ
れ
あ
い
の
里
で
あ
り
ま
し
た
。
お
母
さ
ん

や
お
友
達
と
一
緒
に
掘
る
と
や
が
て
見
え
て
く

る
イ
モ
。
力
い
っ
ぱ
い
引
き
上
げ
る
と
、
大
き

な
大
き
な
イ
モ
が
出
て
き
ま
す
。
な
か
に
は
子

ど
も
た
ち
よ
り
も
大
き
く
見
え
る
イ
モ
も
あ
り

ま
し
た
。

掘
り
終
わ
っ
た
と
き
に
は
、
み
ん
な
袋
に
入

り
き
れ
な
い
ほ
ど
の
イ
モ
を
持
っ
て
い
ま
す
。

お
う
ち
に
帰
っ
て
、
ど
ん
な
お
い
し
い
料
理
に

変
身
す
る
ん
で
し
ょ
う
が
。

農
家
の
大
変
さ
を
学
ぶ

I
i
　
　
　
　
　
　
　
、
8

回
円
小
学
校
の
5
年
生
と
2
年
生
が
＝
月
1

日
に
稲
刈
り
を
し
ま
し
た
。
稲
を
育
て
る
体
験

を
す
る
こ
と
で
、
モ
ノ
を
作
る
大
変
さ
を
分
か

っ
て
欲
し
い
と
行
な
っ
て
い
る
授
業
の
一
環
で

す
。
こ
の
稲
は
、
愛
に
生
徒
た
ち
が
植
え
た
稲

で
す
。
雑
草
の
手
入
れ
な
ど
も
し
て
き
ま
し
た
。

な
か
な
か
上
手
に
鎌
が
扱
え
な
い
子
や
、
す

ぐ
に
上
手
に
な
っ
て
次
々
に
稲
を
刈
っ
て
い
く

子
も
、
み
ん
な
一
生
懸
命
で
す
。
し
ば
ら
く
す

る
と
山
の
よ
う
に
稲
が
つ
ま
れ
て
い
き
ま
す
。

こ
の
米
は
い
ず
れ
み
ん
な
で
モ
チ
に
し
て
食
べ

る
そ
う
で
す
。
自
分
た
ち
で
大
切
に
育
て
て
き

た
お
米
か
ら
作
っ
た
モ
チ
は
、
す
ご
く
お
い
し

い
で
し
ょ
う
ね
。
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イラストや詩、または近所で見かけた

珍しいものなど何でもかまいません。
皆さんの技稿をお待ちしています。

●問い合わせ　企画課企画調整係ドラゴン

武田晃宜くん、橋村和都くん

●ドニク　も
●

飛行機　高野直人くん

華塙＼ニ／二盆
島田壮敬くん　　　　　　　　尾崎隼太くん

方°し／＿かする

お家IIi下和若くん
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直
径
が
0
0
肌
の
シ
イ
タ
ケ
で
す
。
な

ぜ
か
こ
ん
な
に
大
き
く
な
り
ま
し
た
。

（
末
寺
．
白
石
さ
ん
）

芸
術
の
秋
、
妻
の
公
演
が
続
き
、

我
が
家
は
て
ん
て
こ
ま
い
の
忙
し
さ

で
あ
る
。
冬
休
み
の
沖
縄
行
き
だ
け

を
楽
し
み
に
、
家
族
一
丸
と
な
っ
て

こ
の
時
期
を
耐
え
る
。

沖
縄
出
身
の
友
人
の
　
「
本
土
の
人
は

真
剣
に
沖
縄
の
こ
と
を
考
え
よ
う
と
し

な
い
で
す
」
　
の
二
言
に
触
発
さ
れ
て
以

来
、
毎
年
冬
は
沖
縄
を
訪
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。
一
年
日
は
戦
争
の
跡
地
巡
り

を
し
た
。
子
ど
も
た
ち
の
心
に
も
何
か

感
じ
る
も
の
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
ま

た
行
き
た
い
と
言
い
た
し
た
。
今
で
は

冬
の
ひ
と
と
き
、
大
自
然
を
満
喫
し
、

夜
は
泡
盛
を
飲
み
、
ラ
イ
ブ
で
島
唄
を

聴
く
。
干
ど
も
た
ち
は
三
線
を
弾
き
、

貧
乏
旅
行
だ
が
気
分
は
す
っ
か
り
ウ
チ

ナ
ン
チ
ユ
ー
（
沖
約
人
）
　
だ
。

し
か
し
、
今
年
は
テ
ロ
の
膨
轡
で

観
光
客
が
激
減
し
て
い
る
と
言
う
。

ま
た
も
や
、
こ
こ
が
犠
牲
に
と
言
う

感
じ
が
す
る
。
ひ
ん
死
の
弱
小
国
に

は
今
も
昼
夜
ミ
サ
イ
ル
が
打
ち
落
と

さ
れ
、
動
物
た
ち
は
焼
却
処
分
さ
れ

て
い
る
。
相
変
わ
ら
ず
　
「
犠
牲
に
な

る
の
は
常
に
弱
い
も
の
」
　
と
言
う
世

の
中
の
櫛
図
は
変
わ
ら
な
い
。

今
年
出
会
っ
た
生
徒
た
ち
、
彼
ら

の
心
は
本
当
に
清
ら
か
で
、
ま
た
全

員
が
聡
明
で
賢
い
。
彼
ら
の
た
め
に
、

ま
た
、
世
界
に
い
る
千
ど
も
た
ち
の

た
め
に
も
、
来
年
は
明
る
い
ニ
ュ
ー

ス
で
満
ち
て
い
て
欲
し
い
。
ま
た
、

自
分
に
何
が
出
来
る
か
賞
任
を
感
じ

る。

で
は
、
皆
様
来
年
も
ま
た
よ
ろ
し

く
。
沖
鮒
で
見
か
け
た
ら
声
を
か
け

て
く
だ
さ
い
ね
。
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回国回国回国 
無料映画上映会 

クリスマスを題材にした映画上映会です。 

『ミッキーのグノスマスキャロル』（アニメ）　　　　『オー“マイ“ガアツ！』　・．・　霜 

● �とき12月16日（日）午前11時～11時50分　　　浅田次郎著　　　　綴　請劃 

『大 �統領のクリスマスツリー』（邦画）　　　　　　　　日本史上最大のお気楽バ力男、遷南棟擁謡 

● �と　き12月16日（日）午後2時30分～4時20分　　　　元キャリア・ウーマン、べトナ‘● 

・出演羽田美智子、別所哲也はか　　　　　黒器築宗一豊完 

絵本の読み聞かせ　　　　　　　　　　　　　逆転を狙う。 
●と　き12月15日（土）、22日（上）午後2時30分～　『天を衝く　上・下』 

●ところお話の部屋　　　　　　　高橋克彦菖 　　　　　　　　　『北朝鮮を知りすぎた医書国境からの報告』 

I のウツ謹らの／．＼ ��ハルベルトーフォラツ工ン善 ◆児童書 『ペツテルと。ツタの旧ッテルと□“：夕のクリスマス グノスマス』藍灘繕 

ー＿＿　　　　　　　　　　口lげ・ヘスコス作　　、＿鶉欝徳、＿ 

「ぁの本を借り帥ナビ、貸剛になっている」そんなこと　芸濃誓なスウェ‾吉　　弱 

∴∴∴∴「、∵∴－：、∵∴書誌付 
Dが予約出来るんだ。返却され次第連絡しているから、一度利　二新　　藤絵本 

用してみたらどうかな。　　　　　　　　　　　凪ぎくまの家の。 

喜喜Si訂1寒害【雄雪間長講載蒙ミi器用靴音音音漢 

門松カードを∴暢閑駆 

販売しています衛 遠賀町綜づくり推進協議会 では、緑の保全、なかでも海lJを、 禁嵩器告圏＿i／ ●販売 12月2帥（火）まで選騒饗懇整 ●価格 ．諾謹0円醗溺 

産業課農政商工係　　　　　謹智慧苔茎 

ll Cの

いろんな福岡が見えてくる！

福岡県民手帳を販売しています

福岡の情報がギュツと詰まった県民手帳。福岡県の基

本的データから観光、アウトドアなどいろんな情報を満

載しています。新しい年のパートナーとして、おひとつ

いかがですかつ

●内　容

日記編（カレンダー、週間スケジュールなど）、

データ編（観光・文化施設、各市町村情報など）

●価　格

ポケット版（H135×W73mm）

450円

標準版（H162×W84mm）

550円

ハンドブック版

（H210XW150mm）

950円

●問い合わせ

企画課企画調整係
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インフルエンザ予防姥樺
●と　き

平成14年3月29日（金）まで

※予防のためには年内に済ませま

しょう

●ところ

遠賀郡、中間市の医療機関
※遠賀郡、中間市以外の医療機関

で接種するときは、依頼書が必

要です。1週間前までに役場に

連絡してください。

●対∴象　65歳以上の人

●費　用1，000円

※生活保護世帯及び町民税非課税

世帯の人は無料。無料用の予診

票が役場にあります。なお、平

成13年1月2日以降に転入し

た人は必要なものがあります。

相談してください。

●問い合わせ　福祉課健康対策係

驚
。
臆
腰
G
V
辞
典

）

あ
な
た
の
た
め
の
カ
ゼ
情
報

カ
セ
の
季
節
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。

カ
セ
は
最
も
身
近
な
病
気
を
す
が
、
意

外
に
も
特
効
薬
が
あ
り
ま
せ
ん
。
今
回

は
カ
セ
か
ら
身
を
守
る
方
法
に
つ
い
て

お
話
し
ま
す
。

○
を
を
ひ
か
な
い
恵

①
こ
ま
め
に
手
洗
い
、
う
が
い
を
す
る

カ
セ
の
ウ
イ
ル
ス
は
手
や
物
を
介
し
て

感
染
す
る
の
で
、
手
洗
い
は
有
効
で
す
。

②
な
る
べ
く
人
混
み
は
避
け
る

③
体
の
免
疫
力
を
強
く
す
る

規
則
正
し
い
生
活
、
バ
ラ
ン
ス
の
と

れ
た
食
事
、
適
度
な
運
動
で
体
力
を

つ
け
ま
し
ょ
う
。

④
心
の
健
康
に
も
気
を
つ
け
る

ス
ト
レ
ス
解
消
、
十
分
な
休
糞
を
と

り
心
も
健
や
か
に
。

⑤
極
端
な
温
度
変
化
に
注
意
す
る

湯
冷
め
や
渡
冷
え
、
汗
ば
む
ほ
と
の
厚

清
や
暖
房
の
し
す
ぎ
も
避
け
ま
し
ょ
う
。

⑥
空
気
の
乾
燥
に
注
意
す
る

ウ
イ
ル
ス
は
乾
燥
を
好
み
ま
す
。
室

内
に
洗
漣
物
を
干
し
た
り
、
加
湿
器

を
使
っ
た
り
し
ま
し
ょ
う
。

⑦
マ
ス
ク
を
つ
け
る

自
分
の
く
し
ゃ
み
や
せ
き
で
ウ
イ
ル

ス
を
ま
き
散
ら
す
の
を
防
げ
ま
す
。

ま
た
冷
た
く
乾
燥
し
た
空
気
か
ら
の

ど
を
守
り
ま
す
。

○
を
を
ひ
い
た
ら

○
温
か
く
し
て
ゆ
っ
く
り
休
む

○
栄
養
を
と
る

○
水
分
を
十
分
と
る

○
た
ば
こ
は
吸
わ
な
い
、
吸
っ
て
い
る

人
に
近
寄
ら
な
い

○
敷
か
な
け
れ
ば
入
浴
も
よ
い
が
、
湯

冷
め
は
厳
禁

○
ィ
ン
フ
ル
ー
ン
ザ

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
特
徴

●
3
8
　
5
度
以
上
の
高
熱
が
続
き
、
強

い
寒
げ
を
感
じ
る

●
激
し
い
咳
が
出
る

●
の
ど
が
強
く
痛
む

●
関
節
痛
や
筋
肉
、
腰
な
ど
が
痛
む

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
か
か
る
と
、
抵

抗
力
の
弱
い
乳
幼
児
や
高
齢
者
は
肺
炎

等
の
合
併
症
を
起
こ
す
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
心
臓
病
や
腎
臓
病
を
悪
化

さ
せ
た
り
、
苗
の
結
核
を
再
発
さ
せ
た

り
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
予
防
接
種

を
受
け
て
お
く
と
、
感
染
を
予
防
す
る

か
、
か
か
っ
て
も
軽
く
済
ま
せ
る
事
が

出
来
ま
す
。
こ
れ
か
ら
に
そ
な
え
て
予

防
接
種
を
受
け
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

●
問
い
合
わ
せ
　
福
祉
課
健
康
対
策
係

1－、。
－＼

「
I
＼

が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
矯
期
入
所

サ
ー
ビ
ス
を
多
く
利
用
し
た
い
人
は
、

限
度
日
数
を
越
え
る
と
、
訪
問
・
適
所

サ
ー
ビ
ス
分
を
矯
期
入
所
に
振
り
替
え

て
利
用
し
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
矩
期

入
所
以
外
の
サ
ー
ビ
ス
を
使
っ
て
い
な

い
場
合
だ
け
で
す
。

鵜

サ
ー
ビ
ス
の
変
更
点

第
9
回

「
矩
期
入
所
（
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
）

の
制
度
変
更
」

”
短
期
入
所
と
は
？

在
宅
で
介
護
を
す
る
場
合
、
介
護
す

る
人
が
病
気
に
な
っ
た
り
、
誼
婚
葬
祭

で
家
を
空
け
な
く
て
ほ
な
ら
な
く
な
っ

た
り
、
介
護
疲
れ
を
い
や
す
旅
行
に
山

た
り
す
る
こ
と
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

そ
ん
な
と
き
に
、
介
護
を
受
け
て
い
る

人
を
あ
る
一
定
期
間
だ
け
施
設
に
預
か

っ
て
も
ら
う
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

こ
れ
で
は
サ
ー
ビ
ス
を
選
ぶ
の
に
不

便
で
す
よ
ね
。
そ
こ
で
、
平
成
1
4
年
1

月
か
ら
短
期
入
所
の
日
数
の
枠
を
取
り

払
っ
て
、
訪
問
・
適
所
サ
ー
ビ
ス
の
利

用
限
度
額
に
含
め
一
本
化
し
ま
す
。
訪

問
・
適
所
サ
ー
ビ
ス
と
矯
期
入
所
を
同

時
に
、
月
ご
と
に
自
由
に
考
え
て
利
用

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、

一
時
的
な
入
所
な
の
で
、
連
続
し
て
0
0

日
を
越
え
る
利
用
は
で
き
ま
せ
ん
。
で

す
か
ら
、
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
と
よ
く

相
談
し
て
、
訪
問
∴
適
所
・
矯
期
入
所

の
バ
ラ
ン
ス
を
考
え
て
サ
ー
ビ
ス
の
計

画
を
立
て
ま
し
ょ
う
。

臆
今
ま
で
は
？

現
在
の
介
護
保
険
で
は
、
要
介
護
認

定
に
応
じ
て
利
用
限
度
額
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
限
度
額
の
中
で
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ

サ
ー
ビ
ス
や
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
と
い
っ
た

訪
問
・
適
所
サ
ー
ビ
ス
、
ま
た
は
稿
祉

用
具
の
レ
ン
タ
ル
な
ど
が
利
用
で
き
ま

す
。
短
期
入
所
サ
ー
ビ
ス
は
そ
の
限
度

額
に
は
含
ま
れ
ま
せ
ん
が
、
限
度
日
数

●
問
い
合
わ
せ
　
福
祉
課
高
齢
者
係



休日怠庸センター
卒寿年始の診療
●と　き12月31日（月）～1月3日（木）

午前9時～午後5時

※但し1月1日（火）は正午から午後5時まで

●診療科目　内科　小児科

●もってくるもの　健康保険証、老人医療・乳幼児医療・母

子医療　障害者医療　その他の医療証を受けている人は被

保険者証と医療証、生活保護受給者は診療依頼書

●問い合わせ　遠賀・中間休日急病センター

（J R水巻駅から南へ徒歩3分）

℡093（201）9999

年末年始に突然、
歯が痛くなったら…

遠賀歯科医師会では当番医による

休日急患診療を行ないます。
●とき・ところ

12月30日（日）

舶来歯科医院（中間市）℡093（244）0134

12月31日（月）

茂山歯科医院（中間市）℡093（245）4061

平成14年1月1日（火）

宮口歯科医院（中間市）℡093（243）5055

平成14年1月2日（水）

にのみや歯科医院（岡垣町）℡093（282）1800

平成14年1月3日（木）

たるたに歯科医院（岡垣町）℡093（283）0128

●診療時間　午前10時～午後5時

※受診する人は事前に該当医院に電話で問い合わせてく

ださい

13（∽

年末年始のお休み

ゴミ・し尿、

遠賀保健所の業務
●可燃ゴミ収集

1月1日（火）～1月3日（木）

●し尿収集
12月29日（土）午後－1月3日（木）

●野犬等の捕獲

12月19日（水）～1月3日（木）

※緊急の場合を隙く

●犬、猫の引き取り

12月21日（金）～1月3日（木）

●犬“猫等小動物の死体焼却

12月29日（土）午前10時30分～1月3日（木）

●問い合わせ　住民課環境衛生係

風
し
ん
の
予
防
接
種
の
対
象
者
が
変
わ
り
ま
し
た

風
し
ん
は
ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
て
お
こ
る
病
気
で
す
。
特
に
姉
娘
早
期
に
か
か
る
と
、

異
常
の
あ
る
児
が
生
ま
れ
る
可
能
性
が
高
く
な
り
ま
す
。
妊
娠
前
に
予
防
接
種
を
受
け

て
お
き
ま
し
ょ
う
。

法
律
が
改
正
さ
れ
、
風
し
ん
の
予
防
接
種
の
対
象
者
が
拡
大
さ
れ
ま
し
た
。
た
だ
し
、

今
ま
で
に
風
し
ん
の
予
防
接
種
を
受
け
た
人
は
対
象
か
ら
外
れ
ま
す
。

●
対
　
象
　
の
生
後
1
2
か
月
か
ら
7
歳
6
か
月
末
満
の
子
ど
も

②
昭
和
5
4
年
4
月
2
日
か
ら
昭
和
6
2
年
1
0
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

●
接
種
期
間
　
②
の
人
は
平
成
1
5
年
9
月
5
0
日
ま
で

●
接
種
医
療
機
関
　
え
と
う
小
児
科
医
院
、
川
渕
医
院
、
健
愛
記
念
病
院

●
費
　
　
用
　
無
料

●
問
い
合
わ
せ
　
福
祉
課
健
康
対
策
係



廟紛糾擢砂
◇中央公民館

能面、彫刻
12月27日まで

◇ふれあいの重
表装、あんずの会

0　12月28日まで　○

バドミントン教室

初心者対象のバドミントン教
室です。小字生からシルバー世
代まで大歓迎します。寒いとい
って部屋にこもらずに体を動か
しましょう。どのlけ）らでもか

まいません。都合の良い日に来
てください。

●と　き
12月16日（日）、28日（金）、
1月11日（金）、18日（金）、

19日（土）

午後1時～3時
●ところ　勤労者体育センター

●準備するもの　バドミントンラ

ケット、シャトルコック、運動

のできる服装、体育館シューズ

●問い合わせ

遠賀コミュニティーセンター

lH（293）6525

∽）14

綴薮藷鶴饗の韻餐馨 
7、8千年前の縄文時代では、石を組みあわせた炉 

で肉や魚の蒸し焼き料理を作っていました。島津・ 

丸山歴史自然公園に復元している、石組みの炉で縄 

文食の再現と試食会を行ないます。また、古代の火 

おこしも同時ぽ〒ないます。 

●と　き12月22日（土）　午前10時～ 

※雨天中止、不明の場合は問い合わせてください 

●ところ　島津・丸山歴史自然公園 

●募集人数　30人前後 

●申し込み 生涯学習課”賀賀田国重き相ごて三三 

社会教育係i■i潮騒i潔 
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乳
児
相
談

●
と
き
　
1
2
月
1
8
日
　
（
火
）

受
付
＝
午
前
9
時
0
0
分
～
1
0
時
0
0
分

●
と
こ
ろ
　
遠
賀
町
中
央
公
民
館
和
室

●
対
象
　
生
後
3
か
月
か
ら
1
2
か
月
ま

で
の
乳
児

●
内
容
　
体
重
、
身
長
測
定
、
保
健
婦

に
よ
る
健
康
相
談
、
栄
糞
士
に
よ
る

離
乳
食
相
談
な
ど

●
持
っ
て
く
る
も
の
　
母
子
健
康
手
帳
、

バ
ス
タ
オ
ル

●
費
用
　
無
料

●
問
い
合
わ
せ
　
福
祉
課
健
康
対
策
係

1
－
－
　
i
I
i
．

1
歳
半
健
康
診
査

●
と
き
　
1
2
月
2
0
日
（
木
）

午
後
1
時
0
0
分
～

受
付
＝
午
後
1
時
～
1
時
1
0
分

●
と
こ
ろ
　
遠
賀
町
中
央
公
民
館

●
対
象
　
平
成
1
2
年
4
月
か
ら
6
月
ま

で
に
生
ま
れ
た
幼
児

●
持
っ
て
く
る
も
の
　
母
子
鍵
康
手
帳
、

健
診
票
（
対
象
者
に
送
付
し
ま
す
）

●
内
容
　
歯
科
集
団
指
渇
、
身
体
測
定
、

小
児
科
医
・
歯
科
医
に
よ
る
診
察
、

保
健
婦
・
栄
糞
士
・
歯
科
衛
生
士
に

よ
る
健
康
相
談

●
費
用
　
無
料

●
問
い
合
わ
せ
　
福
祉
課
健
康
対
策
係

l
i
“
i
　
　
－
　
　
「
i
i
i
i
」

悠
逆
ひ
る
は
（
連
動
教
室
）

テ
ー
マ
＝
ニ
コ
二
コ
ベ
ー
ス
で
楽
し
く

悠
逝
ひ
ろ
ば
は
運
動
指
導
士
に
よ
る

お
話
と
ゆ
っ
た
り
し
た
ペ
ー
ス
の
運
動

教
室
で
す
。
紙
料
で
ど
な
た
で
も
楽
し

く
参
加
で
き
、
知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち

に
、
運
動
能
力
の
衰
え
を
防
ぎ
ま
す
。

●
と
き
　
は
月
1
9
日
　
（
水
）

午
前
1
0
時
～
日
時
3
0
分

受
付
＝
午
前
9
時
5
0
分
～
1
0
時

●
と
こ
ろ
　
遠
賀
町
武
道
場

（
遠
賀
町
中
央
公
民
館
横
）

●
内
容
　
健
康
づ
く
り
に
欠
か
せ
な
い

有
酸
素
運
動
を
実
際
に
体
験
し
て
み

・
ま
し
ょ
ー
つ

●
準
備
す
る
物
　
運
動
で
き
る
服
装
、

上
靴
、
タ
オ
ル
、
水
筒

●
費
用
　
無
料

●
問
い
合
わ
せ
　
福
祉
課
健
康
対
策
係

●
と
こ
ろ
　
ゾ
ラ
リ
ア
西
鉄
ホ
テ
ル

●
入
場
料
無
料

●
申
し
込
み
平
成
1
4
年
1
月
2
4
日
（
水
）

ま
で
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い

補
間
県
生
活
労
働
部
新
雇
用
開
発
課

℡
0
9
2
　
（
6
4
3
）
　
3
5
9
3

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

h
〔
〔
p
ミ
重
く
P
r
e
〓
u
k
u
O
k
a
J
P



幹恭縛測器戯塗給い蓬薪
年末のあわただしさの中、火災は絶対に避けたいもの。

遠賀町消防団では、今年も年末特別警戒で火災予防の呼び

かけ巡回を行ないます。

お休み前は、火の元、戸締りの点検を忘れないようIじぼ

けましょう。

●と　　　き12月26日（水）～30日（日）

午後8時～

●と　こ　ろ　町内全域

●問い合わせ　総務課庶務係

三二＿＿　eJ詩　」 

翻翻し＿＿ ���　　l 嬰撃等、申⊥ ヽ「i 霊綴淵 ��繋 �掠‾i＼ 　∴∴∴∵∴∴ 

F∴一　： ���　翻 子－　　　　　　詳 

∴ir　∴∵ ����寧 

今年もおんが得々まつりが開催されます。盛りだく

さんのイベントがあります。ぜひお越しください。

●と　き12月16Li（日）　午前10時～午後3時

●ところ　遠賀Ii慨前広場

●内　容　チャリティもちつき大会、フリーマーケット、

農産・海産・塩乾物の即売会、秋田名物いものこ汁販

売、ぜんざい販売、特産品「遠賀の雫」試飲会、スタ
ンプ抽選会など

◇特設ステージ　カラオケ大会、迷質太鼓、バナナの
たたき売りなど

●問い合わせ　遠質町商工会
℡（293）0165

5∽

一
福
岡
教
育
大
学
吹
奏
楽
部

定
期
演
奏
会

●
と
き
　
1
2
月
2
4
日
（
月
）

開
場
　
午
後
5
時
0
0
分

開
演
　
午
後
6
時

●
と
こ
ろ

メ
ル
パ
ル
ク
ホ
ー
ル
福
岡

●
入
場
料
　
六
百
円
〈
前
売
券
　
五
百
日
）

※
小
学
生
以
下
無
料

●
指
揮
者
　
栗
田
哲
海
（
客
演
〉

洲
暁
、
佐
々
木
保
高

●
内
容

◇
学
生
指
揮
ス
テ
ー
ジ

舞
踊
組
曲
／
小
倉
朗
、
組
曲
　
「
ミ
シ

シ
ッ
ピ
」
　
か
ら
／
G
・
グ
ロ
ー
フ
ェ

◇
客
演
指
揮
ス
テ
ー
ジ

バ
レ
エ
音
楽
　
「
ガ
イ
ー
ヌ
」
　
か
ら
／

A
・
ハ
チ
ャ
ト
ゥ
リ
ア
ン

◇
ポ
ッ
プ
ス
ス
テ
ー
ジ

●
問
い
合
わ
せ
　
坂
本
さ
ん

℡
0
9
0
　
（
4
7
7
1
）
　
7
7
5
8

宗
像
市
“
玄
海
町

新
市
名
称
募
集

宗
像
市
・
玄
海
町
で
は
合
併
に
よ
る

「
人
と
地
域
の
輪
が
広
が
る
町
づ
く
り
」

を
目
指
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
平
成

1
5
年
4
月
の
新
市
誕
生
を
想
定
し
て
新

し
い
市
の
名
称
を
募
集
し
ま
す
。

●
募
集
期
間

平
成
同
年
2
月
2
8
日
（
木
）
ま
で

（
当
日
消
印
有
効
）

●
賞
品

名
づ
け
親
賞

5
万
円
分
旅
行
券
　
1
人

（
複
数
の
場
合
抽
選
）

参
加
賞

5
千
円
分
図
書
券
　
1
0
人
（
抽
選
）

●
申
し
込
み

新
市
名
称
、
理
由
、
住
所
、
氏
名
、
樟

話
番
号
を
記
入
し
て
、
官
製
は
が
き
・

虚
子
メ
ー
ル
・
F
A
X
な
ど
で
申
し
込

ん
で
く
だ
さ
い

電
話
で
の
受
け
付
け
は
あ
り
ま
せ
ん
）

〒
八
二
－
三
四
九
二

宗
像
市
大
字
東
郷
9
9
5
番
地

宗
像
市
・
玄
海
町
合
併
協
議
会

℡
0
9
4
0
　
（
3
6
）
　
1
0
6
7

F
A
X
 
O
9
4
0
　
へ
3
4
）
　
8
0
1
5

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

ヨ
H
p
＼
ミ
ミ
≦
∃
u
つ
a
k
a
〔
a
i

的
雪
k
a
－
．
∋
u
つ
a
k
a
〔
a
8
∋
＼

へ薯｛

預
金
保
護
の
範
囲
が

変
わ
り
ま
す

平
成
1
4
年
4
月
か
ら
、
金
融
機
関
が

破
た
ん
し
た
と
き
の
預
金
保
護
の
範
囲

が
変
わ
り
ま
す
。

●
内
容
　
も
し
金
融
機
関
が
破
た
ん
し

て
も
、
定
期
預
金
等
の
元
本
一
千
万

円
ま
で
　
（
預
金
者
1
人
当
た
り
）
　
と

そ
の
利
息
は
、
来
年
4
月
以
降
も
保

護
さ
れ
ま
す

※
川
本
一
千
万
円
ま
で
と
そ
の
利
息
は
、

最
低
保
障
で
す
。
受
け
取
れ
る
の
は

一
千
万
日
た
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん

当
歴
償
金
、
普
通
預
金
は
、
当
成
1
5
年

3
月
ま
で
全
紙
保
護
さ
れ
ま
す
。

●
対
象
金
融
機
関

銀
行
　
（
日
本
国
内
に
本
店
の
あ
る
も

の
）
、
信
用
金
庫
、
信
金
中
央
金
庫
、

信
用
組
合
、
全
国
信
用
協
同
組
合
連
合

会
、
労
働
金
種
、
労
働
金
種
連
合
会

●
問
い
合
わ
せ
　
各
金
融
機
関
窓
口
、

金
融
庁
、
預
金
保
険
機
構

金
融
庁

h
〓
p
ミ
ミ
≦
W
f
s
a
0
0
0
．
」
P
＼

預
金
保
険
機
椰

≡
（
p
ミ
ミ
≒
く
く
d
－
e
g
O
J
p
＼

謹



舌you）

卓播蘭軋・

●仕事はどうですか？

勤めはじめて3年半になります。はじめは

目の前の仕事に潤一杯で患者さんとうまく話

が出来ずにストレスがたまったこともありま

した。ですが仕軌こも慣れ、努めて話しかけ

るようにすると、コミュニケーションもうま

くとれるようになってきました。病院ですか

らみなさん稲そうな蓑憎で来られるんです

が、治療が進んで「病みが無くなりました」

と言われると嬉しいですね。

●趣味・特技は？

料理を作ることが好きですね。9月に結婚

したばかりなので、毎日作るのかちょっと大

変ですが。あと、小さい頃から続けていた香

道も好きです。

●尊敬する人物は？

両親です。私が物心つくころには、父は足

が悪くなり障害者になっていました。それで

も私が小学2年生ぐらいまでは働いて家族の

生活を支えていました。その後は母が働きに

出るようになったのですか、2人とも本当に

大変だったと思います。自分で仕事をするよ

うになってその大変さが実感できます。

このコーナーでは町の若者を紹介しています。
自薦、他薦、性別は問いませんので、近所の若
者や職場の若者をどんどん紹介してください。

－ � 

猶遜鐙寄書窯‾キ �染筆　”蚤器灘二一 

∴∴‾ �　、．宅も．京成 　　整誌、 ＿－JirニSSE 

純減から守りましょう

蟹喰漣の寿ニバスが泰然謁憲捌こ
尾崎の蟹噴油に自生しているオニバスが、11月1回こ天然記念物とし

て、13番目の遠賀町指定文化財になりました。今回は池に生息する水生

動植物や昆虫類と一緒に保護するために指定されました。オニバスは生

息する池の消失や水質の悪化が原因で減少しつつあり、1989年には絶

滅が危惧される生物の一つにあげられています。

オニバスは、桓径1mを超す巨大な薬を水面に浮かべ、9月頃に小さ

な紫色の花を咲かせます。また、水中のつぼみの段階で自家受粉する珍

しい花です。いつから蟹噴油に生息しているのかは不明ですが、蟹喰池

独自に成長しつづけた稀少な生物です。このオニバスを保護し、また町

内で唯一の湧水池である蟹喰池の自然環境を守っていきましょう。

●問い合わせ　生涯学習課社会教育係

発行　福岡県遠賀郡遠賀町大字今古賀513番地　遠賀町役場企画課（℡093－293－1234）　印刷　コロニー印刷
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渡
部
亜
紀
子
さ
ん

2
3
歳
　
（
北
九
州
市
八
幡
西
区
）

嘉
村
整
形
外
科
　
（
看
護
婦
）

○
お
詫
び
と
訂
正
鵜

日
月
2
5
6
号
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

お
詫
び
し
て
計
正
し
ま
す
。

P
4
リ
サ
イ
ク
ル
家
具
の
記
事

誤
　
午
前
9
時
～
午
後
4
時
5
0
分

正
　
午
前
9
時
～
午
後
4
時
3
0
分

※
1
6
日
百
）
は
年
間
日
時
0
0
分
ま
で

一
今
回
の
特
集
は
述
質
時
の
下
水
道
で
す
。

下
水
道
が
整
備
さ
れ
れ
ば
、
便
利
で
快
適
な

ー
水
洗
ト
イ
レ
が
使
え
ま
す
。
で
す
が
、
そ
の

ー
が
き
れ
い
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
話
を
聞

よ
う
。
と
は
い
え
、
や
っ
ぱ
り
百
万
円
は
大

一
座
同
性
け
よ
ね
。
　
　
　
　
　
（
金
〉


